
 

 

1300 年の歴史の中で、度重なる火

災に遭いながら、その度、不死鳥

のように蘇ってきた興福寺の中心

堂宇（どうう）「中金堂」。しかし、

江戸時代の焼失後は、それまでの

ような天平規模・天武様式による

再建が叶うことなく、約 300 年も

の歳月が過ぎ去った。その長い空

白を四半世紀かけて動かし、平成

の復興を実現したのは、多川俊映

貫首（たがわしゅんえいかんす）

をはじめとする、人々の情熱だっ

た--- 

ＪＲ東海『うまし うるわし奈良』公式ホームページ 
出典  https://nara.jr-central.co.jp/ 

興福寺 中金堂編 1300 年前をよみがえらせろ！ 

中金堂復興に挑んだ人々、四半世紀の物語 

奈良今昔写真 WEB 蔵 

エピソード 01 

雑然とした境内と朽ち果てた 

仮設の中金堂 

興福寺 航空写真 

 昭和 30年代末 
興福寺境内北に旧奈良県庁舎が見える。 

手前は猿沢池。 
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